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１．ダム検証の概要
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検証の背景
１－１ ダム検証の概要

直轄ダム事業 ：25ダム
水機構ダム事業： 5ダム
補助ダム事業 ：53ダム（鳥羽河内ダム）
計 ：83ダム

対象事業

・H21.12. 3 今後の治水対策のあり方に関する有識者会議設置

・H21.12.15 「国土交通大臣から道府県知事へ「できるだけダムに
たよらない治水」への政策転換に対するご協力のお願
い」発出

・H21.12.25 「新たな基準に沿った『検証の対象とするダム事業』
を選定する考え方について」公表（検証対象ダムの決
定）

・H22. 9.27 今後の治水対策のあり方について中間とりまとめ公表
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検証対象ダムの総合的な評価

１－２ ダム検証の概要

対応方針（案）等の決定

三重県公共事業評価審査委員会

河川整備計画変更等の手続き

有識者会議の意見

国土交通省による対応方針の決定

国交大臣が再検討の指示又は要請

有識者会議「中間とりまとめ」公表（平成22年9月27日）

検討主体による個別ダムの検証に係る検討の要請（平成22年9月28日）

事検
業証
等対
の象
点ダ
検ム

複数の治水対策案の立案

概略評価による治水対策案の抽出

治水対策案を評価軸ごとに評価

治水対策案が多い場合

２～５案程度を抽出

目的別の総合評価（洪水調節）

流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
の
観
点
か
ら
の
検
討

ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目の策定（平成22年9月28日）

検証の進め方

目的別の検討

パブリックコメント、河川整備計画流域委員会、関係住民からの意見聴取

検討主体による個別ダムの検証に係る検討

国土交通省へ検討結果の報告

５
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２．流域の概要
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流域の概要
加茂川は、流域面積43.3km2、幹川流路延長約9.1km（法定区間）の二級河川である

L=2,540m

２－１ 流域の概要
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・二級河川加茂川水系は、過去幾度となく、洪水氾濫による浸水の被害を受けて
います。昭和34年、昭和57年（死者1名 浸水戸数46戸）、昭和63年（死者4名
浸水戸数72戸）等に甚大な被害が発生しています。

近鉄線路状況
松尾橋付近

国道１６７号
松尾町

近鉄志摩線

昭和６３年７月１３～１４日
の豪雨による出水

道路冠水状況
灰原橋付近

過去の水害 ２－２ 流域の概要
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加茂川災害復旧助成事業（S63～H5） ２－３ 流域の概要

【国道167号から灰原橋を望む】

【大井井堰から下流望む】【神社橋から下流より大井井堰を望む】
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流量配分図

河川整備計画

・S63.7豪雨の降雨規模が概ねW=1/20
・整備計画では、S63.7月豪雨による浸

水被害の軽減を目標として、河川整
備を行う。

→ 鳥羽河内ダムの建設
鳥羽河内川の河道改修

(加茂川本川合流点
～山ノ神井堰間：約2.5km)

河川整備計画河川整備計画

２－４ 流域の概要
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３．鳥羽河内ダムの概要
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鳥羽河内ダムの諸元
鳥羽河内ダム建設事業費 197億円

平成23年度までの投資額 28.2億円

現在価値化した総便益(B) 258億円

現在価値化した総費用(C) 169億円

B/C 1.5

鳥羽河内ダム

ダム天端標高

設計洪水位

サーチャージ水位 EL.60.0m

洪水調節容量 3,550,000m3

常時満水位 EL.46.5m

利水容量 620,000m3

620,000m3

堆砂位（最低水位） EL.42.0m

堆砂容量 650,000m3

基礎岩盤標高 EL.15.5m

48.5m 4,170,000m3

4,820,000m3
流水の正常な
機能の維持

EL.62.0m

EL.64.0m

有効貯水容量

総貯水容量

項 細 目 工 期 金 額

建 設 費 19,197,720

工 事 費 10,309,000

ダ ム 費 6,479,200

管理 設備費 493,000

仮 設 備 費 3,256,800

工 事 用
動 力 費

80,000

測 量 及 び
試 験 費

3,784,020

用 地費 及び
補 償 費

4,999,700

用地 費及び
補 償 費

1,546,700

補償 工事費 3,453,000

機 械器 具費 2,000

営 繕 費 103,000

事 務 費 484,500

計 19,682,220

３－１ 鳥羽河内ダムの概要
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事業経緯表

S45 予備調査開始

S50 実施計画調査着手

H 9 新規ダム建設事業着手

H 9.11 加茂川水系工事実施基本計画認可

H17. 7 加茂川水系河川整備基本方針策定

H17.10 加茂川水系河川整備計画策定

H18. 2 鳥羽河内ダム建設事業にかかる環境影
響評価書公告縦覧

H18. 5 鳥羽河内ダム全体計画策定

３－２ 鳥羽河内ダムの概要
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４．複数の治水対策案について
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２６の方策

（１）ダム
（２）ダムの有効活用
（３）遊水地（調節池）等
（４）放水路（捷水路）
（５）河道の掘削
（６）引堤
（７）堤防のかさ上げ
（８）河道内の樹木の伐採
（９）決壊しない堤防
(10)決壊しづらい堤防
(11)高規格堤防
(12)排水機場

(13)雨水貯留施設
(14)雨水浸透施設
(15)遊水機能を有する土地の保全
(16)部分的に低い堤防の存置
(17)霞堤の存置
(18)輪中堤
(19)二線堤
(20)樹林帯等
(21)宅地のかさ上げ、ピロティ建築
(22)土地利用規制
(23)水田等の保全
(24)森林の保全
(25)洪水の予測、情報の提供等
(26)水害保険等

（流域を中心とした方策 14案）

４－１ 複数の治水対策案

（河川を中心とした方策 12案）

「実施要領細目」で示された２６の方策案
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適用の可否 ４－２ 複数の治水対策案

治水対策として可能 ○

治水対策として不適当 ×

ソフト対策として適用可能 △

×(26)水害保険等

△(25)洪水の予測、情報の提供等

×(24)森林の保全×(12)排水機場

×(23)水田等の保全×(11)高規格堤防

×(22)土地利用規制×(10)決壊しづらい堤防

×(21)宅地のかさ上げ、ピロティ建築×（９）決壊しない堤防

×(20)樹林帯等×（８）河道内の樹木の伐採

×(19)二線堤○（７）堤防のかさ上げ

×(18)輪中堤○（６）引堤

×(17)霞堤の存置○（５）河道の掘削

×(16)部分的に低い堤防の存置○（４）放水路（捷水路）

×(15)遊水機能を有する土地の保全○（３）遊水地（調節池）等

×(14)雨水浸透施設○（２）ダムの有効活用

×(13)雨水貯留施設○（１）ダム

適用の
可否

流域を中心とした方策 １４案
適用の
可否

河川を中心とした方策 １２案
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加茂川下流区間（区間①） 
河川改修 
計画高水 Q=470m3/s 

加茂川中流区間（区間②） 
河川改修 
計画高水 Q=300m3/s 

加茂川上流区間（区間③） 
河川改修 
計画高水 Q=140m3/s 

鳥羽河内ダム 

改修区間 

鳥羽河内川区間（区間①） 
河川改修 
計画高水 Q=110m3/s 

17

（1）ダム

ダムによる洪水調節イメージ

ダムは河川を横過して専ら流水を貯留する目的で築造された構造物です。

鳥羽河内川上流にダムを建設し、河道改修とあわせて治水安全度を向上させます。

検証対象の鳥羽河内ダムは同案によるものです。

滝川ダム（三重県）

鳥羽河内川、上流へのダムの設置と、流
下能力が不足する鳥羽河内川、加茂川
の改修を行う案

鳥羽河内ダムの新設

適用：○
４－３ 複数の治水対策案
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加茂川下流区間（区間①） 
河川改修 
計画高水 Q=480m3/s 

加茂川中流区間（区間②） 
河川改修 
計画高水 Q=300m3/s 

加茂川上流区間（区間③） 
河川改修 
計画高水 Q=140m3/s 

鳥羽河内川区間（区間④） 
河川改修 
計画高水 Q=120m3/s 

河内防災ダム 

改修区間 
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（2）ダムの有効活用

出典；今後の治水対策のあり方に

関する有識者会議 資料より

ダム間での容量の振替

既設のダムのかさ上げ、放流設備の改造、利水容量の買い上げ、ダム間での容量の振替、
操作ルールの見直し等により洪水調節能力を増強・効率化させ、下流河川の流量を低減さ
せる方策です。

既設の河内農地防災ダムをかさ上げすることで、新設ダムと同等の機能を持たせます。

技術的には実施可能な案です。

ダムかさ上げ

河内農地防災ダムの再開発（かさ
上げ）と、流下能力が不足する鳥羽
河内川、加茂川の改修を行う案

河内農地防災ダム
再開発（嵩上げ）

適用：○
４－４ 複数の治水対策案
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ゆうすいち ちょうせつち

（3）遊水地（調節池）等

出典； 一級河川淀川水系木津川指定区間流域委員会資料 第5
回三重県河川整備計画流域委員会（平成21年11月16日開催）

遊水地のイメージ図現状

河川に沿った地域で、洪水流量の一部を貯留し、下流のピーク流量を低減させ洪水調節を
行う施設です。

資産の集中する加茂川下流部より上流側に遊水地（調節池）を設置し、河道改修とあわせ流
下能力を向上させます。

技術的には実施可能な案です。

上野遊水地計画緒元

資産が集中する加茂川下流部より上流
における遊水地の設置と、流下能力が不
足する河道改修を行う案

 

加茂川下流区間（区間①） 
河川改修 
計画高水 Q=560m3/s 

加茂川中流区間（区間②） 
河川改修 
計画高水 Q=210m3/s 

加茂川上流区間（区間③） 
河川改修 
計画高水 Q=140m3/s 

鳥羽河内川区間（区間④） 
河川改修 
計画高水 Q=300m3/s 

改修区間 

適用：○

４－５ 複数の治水対策案

１９
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加茂川下流区間（区間①） 
河川改修 
計画高水 Q=490m3/s 

加茂川中流区間（区間②） 
河川改修 
計画高水 Q=３００m3/s 

加茂川上流区間（区間③） 
河川改修 
計画高水 Q= 140m3/s 

鳥羽河内川区間（区間④） 
河川改修 
計画高水 Q=300m3/s 

改修区間 

20

ほうすいろ しょうすいろ

（4）放水路（捷水路）

出典； 自然との闘い/洪水・高潮 狩野川放水路の整備
中部地方整備局ほか

放水路（捷水路）のイメージ図
現状

河川の途中から分岐する新川を開削し、直接海、他の河川又は当該河川の下流に流す水
路です。

狩野川放水路

資産が集中する加茂川下流部より上流に放水路を設置し、河道改修とあわせ流下能力を向
上させます。

技術的には実施可能な案です。

資産が集中する加茂川下流部より上流
における放水路の設置と流下能力が不
足する河道改修を行う案

鳥羽河内川上流部や加
茂川から海までの放水
路を新設

適用：○

４－６ 複数の治水対策案
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（５）（６）（７）河道改修案（掘削、引堤、かさ上げ）

河道改修の基本的な方向性の３
案を示す。

掘削案、引堤案、堤防かさ上げ
（築堤）案

河道の掘削は、河川の流下断面積を拡大して、河道の流下能力を向上させる方策です。引堤
は、堤防間の流下断面積を増大させるため、堤内地側に堤防を新築し、旧堤防を撤去する方
策です。堤防のかさ上げは、堤防の高さを上げることによって河道の流下能力を向上させる方
策です。

流下能力が不足する区間を対象に河道改修（掘削、引堤、かさ上げ）により河積を拡大し、
流下能力を向上させます。

技術的には実施可能な案です。 流下能力の不足する区間に対して掘削、
引堤、嵩上げによる河道改修を行う案

 

加茂川下流区間（区間①） 
河川改修 
計画高水 Q=640m3/s 

加茂川中流区間（区間②） 
河川改修 
計画高水 Q=300m3/s 

加茂川上流区間（区間③） 
河川改修 
計画高水 Q=140m3/s 

鳥羽河内川区間（区間④） 
河川改修 
計画高水 Q=300m3/s 

改修区間 

場所に応じた河道改修方法
を選択する

適用：○

４－７ 複数の治水対策案

２１
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（8）河道内の樹木の伐採
河道内の樹木を伐採することにより、河道の流下能力を向上させる方策です。

樹木の伐採のイメージ図

加茂川水系には流水を阻害する樹木群が存在しないため、この方策はなじみません。
 加茂川　幸丘橋下流  加茂川　船津橋下流

 加茂川　杉ヶ瀬橋下流

 加茂川　椿橋上流

 鳥羽河内川　加茂川合流点前

 鳥羽河内川　小田橋下流

加茂川、鳥羽河内川の河道内出典；今後の治水対策のあり方に関する有識者会議 資料

適用：×
４－８ 複数の治水対策案

２２

他事例の概要（石川県：手取川）
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（9）(10)決壊しない、しづらい堤防

決壊しない堤防は、計画高水位以上の水位（堤防高より高い場合を含む）の流水に対して決
壊しない堤防です。決壊しづらい堤防は、計画高水位以上の水位（堤防高より高い場合を含
む）の流水に対しても急激に決壊しないような粘り強い構造の堤防です。

技術的に確立された手法ではなく、治水安全度向上の確実性が不明です。

 

 

堤防強化に関する最近の見解

堤防の決壊のイメージ図 決壊しない堤防のイメージ図

補強前 補強後

降雨 降雨

堤防強化

出典； 応急的堤防強化区間の選定について 淀川水系流域委員会

堤防補強のイメージ

適用：×

４－９ 複数の治水対策案
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こうきかくていぼう

（11）高規格堤防
通常の堤防より堤内地側の堤防幅が非常に広い堤防です。

高規格堤防は、人家が連担する大都市の一部で、事業効果が特に大きい場合に限って適
用されるため、本流域への適用は現実的ではありません。

 

出典； 河川事業概要2007 河川局高規格堤防のイメージ図

加茂川流域の現在の堤防設置状況

適用：×

４－１０ 複数の治水対策案
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はいすいきじょう

（12）排水機場
自然流下排水の困難な地盤の低い地域で、堤防を越えて強制的に内水を排水するための

ポンプを有する施設です。

加茂川流域では内水による被害は発生していないため、排水機場を設置する必要性があり
ません。

加茂川の外水氾濫の軽減策とはなりません。
 

加茂川流域の樋門・樋管設置箇所

適用：×

４－１１ 複数の治水対策案
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（13）雨水貯留施設、（14）雨水浸透施設

都市部における保水機能の維持のために、雨水を貯留させるために設けられる施設です。

当該流域の上流地域の土地利用の多くは、山地と農地であり、雨水貯留施設・雨水浸透施
設による対策効果は期待できない。

貯留施設の操作と洪水時操作が必要となるため実現性は低い。

※貯留浸透施設：流域全体の4%である市街地に浸透施設を設置した場合、僅か0.25m3/sの
効果しか見いだせない。

 

雨水貯留施設のイメージ図

出典；今後の治水対策のあり方に関する有識者会議 資料

平成10年

凡　　　例

：宅地

：水田

：畑地、荒地

：水面

無地 ：山地

加茂川流域の土地利用区分

市街地の割合は４％
であり、雨水浸透施
設・貯留施設の効果
は見込めない

適用：×

４－１２ 複数の治水対策案
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（15）遊水機能を有する土地の保全

河道に隣接し、洪水時に河川水があふれるか又は逆流して洪水の一部を貯留し、自然に洪
水を調節する作用を有する池、沼沢、低湿地等です。

当該流域には、河川に隣接して自然に洪水を調節する土地として、水田がありますが割合
は約５％であり、加茂川流域での治水効果は期待できません。

遊水機能を有する土地の保全のイメージ図

出典； 総合治水対策について 島根県

 土地利用図（単位：％）
田 農地 森林他 市街地

流域1 0.7 0.0 98.3 1.0

流域2 9.0 1.9 83.3 5.8

流域3 3.4 0.7 95.0 1.0

流域4 5.8 0.8 92.5 0.8

流域5 6.3 0.5 91.2 2.0

流域6 15.0 2.2 78.6 4.1

流域7 1.4 1.1 83.2 14.3

合計 5.0 0.9 90.6 3.6

※出典：H18年土地利用国土数値情報

流域の水田地帯

適用：×
４－１３ 複数の治水対策案
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（16）部分的に低い堤防の存置

下流の氾濫防止等のため、通常の堤防よりも部分的に高さを低くしておく堤防です。

現状で氾濫を計画的に促すために、堤防を低くしている箇所はないため、この方策はなじみ
ません。

越流堤のイメージ図
出典； 雲出川水系河川整備計画治水対策の考え方（案）
第3回 三重河川流域委員会 資料5-1 平成20年11月17日

適用：×
４－１４ 複数の治水対策案
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かすみてい

（17）霞堤の存置
急流河川において比較的多い不連続堤です。上流部の堤防の決壊等による氾濫流を河道

に戻す、洪水の一部を一時的に貯留するなどといった機能があります。

霞堤は存在しないことから、加茂川水系にこの方策はなじみません。

霞堤（自然遊水機能）のイメージ図

出典； 雲出川水系河川整備計画治水対策の考え方（案）
第3回 三重河川流域委員会 資料5-1 平成20年11月17日

適用：×

４－１５ 複数の治水対策案
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わじゅうてい

（18）輪中堤
ある特定の区域を洪水の氾濫から防御するため、その周囲を囲んで設けられた堤防です。

出典； 熊野川水系基本整備計画

輪中堤（河川局河川事業概要2007）

氾濫エリアと宅地

適用：×

４－１６ 複数の治水対策案

加茂川沿川を走る緊急輸送道路（国道１６７号）や資産区域の点在など、加茂川流域での
土地利用形態を考慮すると、この方策はなじみません。
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にせんてい

（19）二線堤
本堤背後の堤内地に築造される堤防で、控え堤、二番堤ともいいます。
万一本堤が決壊した場合に、洪水氾濫の拡大を防止します。

沿川の堤内地に氾濫を許容できる一団の土地がありません。

出典； 河川事業概要2005 河川局

二線堤のイメージ図

流域の線盛土

適用：×

４－１７ 複数の治水対策案
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じゅりんたい

（20）樹林帯等
堤防の治水上の機能を維持増進し、又は洪水流を緩和するよう、堤内の土地に堤防に沿っ

て設置された帯状の樹林帯です。

現状においても堤防を強化する目的で設置されている樹林帯はありません。

新たに樹林帯の整備を行う候補地点も想定さません。

樹林帯の効果を定量的に評価することができず、被害軽減効果を把握できません。

出典； 河川整備基本方針（長期的な方針）平成9年5月 河川局
樹林帯による堤防強化のイメージ

出典； 有識者会議資料

水害防護林による堤防強化のイメージ

適用：×

４－１８ 複数の治水対策案
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（21）宅地のかさ上げ、ピロティ建築等

盛土して宅地の地盤高を高くしたり、建築構造を工夫したりすることによって、浸水被害の抑
制等を図る方策です。

宅地のかさ上げやピロティ建築等は農地の浸水や緊急輸送道路の冠水等の軽減とはなりま
せん。

宅地嵩上げのイメージ図

出典； 雲出川水系河川整備計画治水対策の考え方（案）
第3回 三重河川流域委員会 資料5-1 平成20年11月17日

ピロティ建築

適用：×
４－１９ 複数の治水対策案
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（22）土地利用規制
浸水頻度や浸水のおそれが高い地域において、土地利用の規制・誘導によって被害を抑制

する方策です。

整備計画で目標としている氾濫防御区域は広範囲に及ぶため、その全てを土地利用規制に
より対策することは非現実的です。

出典； 河川整備計画策定に向けての取り組み 淀川河川事務所

適用：×
４－２０ 複数の治水対策案
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（23）水田等の保全
雨水を一時貯留したり、地下に浸透させたりするという水田の機能を保全することです。

水田が流域全体に占める割合は5%と小さいため、ピーク流量を低減させたりする機能はあり
ません。

 土地利用図（単位：％）
田 農地 森林他 市街地

流域1 0.7 0.0 98.3 1.0

流域2 9.0 1.9 83.3 5.8

流域3 3.4 0.7 95.0 1.0

流域4 5.8 0.8 92.5 0.8

流域5 6.3 0.5 91.2 2.0

流域6 15.0 2.2 78.6 4.1

流域7 1.4 1.1 83.2 14.3

合計 5.0 0.9 90.6 3.6

※出典：H18年土地利用国土数値情報

出典；関東農政局HP 田んぼは小さな治水ダム

流域の水田地帯

適用：×
４－２１ 複数の治水対策案
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（24）森林の保全
主に森林土壌の働きにより、雨水を地中に浸透させ、ゆっくり流出させるという森林の機能を

保全することです。

現在の森林面積が約９０％であるにもかかわらず、過去に大きな災害が発生していることや、
現在の知見では、流出抑制効果を定量的に評価することが困難であることから、治水対策と
して計画に見込むことは難しい。

出典； 森林の保全 三重県 県土整備部 河川・砂防室

森林環境創造事業により整備された森林

流域の森林地帯

適用：×
４－２２ 複数の治水対策案
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（25）洪水の予測、情報の提供等

降雨は自然現象であり、現状の安全度を大きく上回るような洪水や計画で想定しているレベルの洪水を
大きく上回るような洪水が発生する可能性があります。その際、住民が的確で安全に避難できるように、
洪水の予測や情報の提供等を行い、被害の軽減を図ることは重要な方策です。

洪水のピーク流量を低減させたり河道の流下能力を向上させたりする機能はありませんが、人的被害
の軽減を図る重要な方策であることから継続的に取り組むよう努める必要があります。

鳥羽市ハザードマップ

適用：△

４－２３ 複数の治水対策案
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（26）水害保険等
家屋、家財の資産について、水害に備えるための損害保険です。

適用：×
４－２４ 複数の治水対策案

• 国内では、洪水保険制度が未整備であるため、実現性が著しく低い。

• 本流域では、過去の出水により大きな被害を受けていることを考慮す
ると、保険によって被害軽減を図る（住民へ氾濫被害を許容してもら
う）手法は、極めて受け入れられにくい。
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①加茂川水系に適用可能な方策を組み合わせて検討する

②治水対策案は河川整備計画において想定している目標と同程
度の目標を達成することを基本とする

③治水対策案の１つは検証対象ダムを含む案とする。

④他の組み合わせは、「できるだけダムにたよらない治水」への政
策転換を進める考えから検証対象ダムを含まない方法による
治水対策を立案する

治水対策案設定の考え方
４－２５ 複数の治水対策案



40

⑤ダムの有効活用、遊水地（調節池）、放水路（捷水路）は、いずれ
も大規模な治水施設の整備であり、それぞれが現在のダム案に
替わりうるものである。所要の治水安全度を確保するには、それ
ぞれの規模を縮小して組合わせることになるが、その場合、非
効率なうえ以下の点が懸念されるため、対策案から除外する。

ア．用地買収が広範囲となり、地域社会への影響が大きい
イ．コスト面で劣る

治水対策案設定の考え方

※河川整備計画の内容
・鳥羽河内ダムを建設するとともに鳥羽河内川の河道改修を実施。

昭和６３年７月豪雨（治水安全度W=1/20）による、浸水被害の軽減を目標とした

整備を行う。

４－２５ 複数の治水対策案
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対策案の抽出
４－２６ 複数の治水対策案

○○○○○
（７）堤防のかさ上げ

（堤防の高さを上げて流下能力を向上）

○○○○○
（６）引堤

（河道を引堤し河積を確保）

○○○○○
（５）河道の掘削

（河川を掘削し流下面積を拡大）

○
（４）放水路（捷水路）

（新たな放流先まで導く）

○
（３）遊水地（調節池）

（河川沿いの水田に建設）

○
（２）ダムの有効活用

（河内農地防災ダムのかさ上げ）

○
（１）ダム

（鳥羽河内ダムの建設）

５案４案３案２案１案
治水対策案

方策の名称


